




一回のステージと二回の出会い 

新劇の「俳優」と云われるより「役者」として生きたいと、浅草軽演劇からストリップの

幕間芝居、そしてキャバレーのフロアーショウと放浪を続けている最中の１９７２年のゴ

ールデン、大阪野田阪神駅前の「吉野ミュージック」というストリップ劇場に出くわした。

表の看板を見ると「一条さゆり」の名がデカデカと記されている。偶然とはいえ噂に聞い

ていた一条さゆりのステージがこんな所で、しかも引退興行、おまけに東京ではついぞお

目にかかれない「特出し」・・・。吸い寄せられるように入ってしまった木戸口、開演まで

に一時間以上も有るというのに場内は超満員。大トリだろうから一条がステージに現れる

のは早くて三時間後、胸をワクワクさせながらこのラッキーな出会いを待ち望んだ。すべ

ての踊り娘さんのステージが終わり愈々一条さゆりの登場、一曲目着物姿での踊り、今で

いう新舞踊か？しかし真剣な踊りっぷりの割には踊りそのものは今一垢抜けないという印

象たが、後日日活ロマンポルノ映画「濡れた欲情」を観てそのセンスの良さに記憶違いだ

ったようだと改めて脱帽。何せ４０年前の印象だからご容赦願いたし。そして二曲目から

のベッドイン、オナニーショウ、 曲の進行に連れて速くなる手の動き、呼応して激しさ

を増す喘ぎ声、ピンクの襞、完璧に性の虜になっている一条、冷静さなど微塵も感じられ

ない、その官能に浸りきった喘ぎ声の襞を聞き漏らすまいと水を打ったような静けさの場

内、まるで一条の子宮に二百人ほどの客が飲み込まれてしまったような一体感。やがて愛

液にまみれ官能にうち震わせながらやっとの思いでローソクに手を伸ばす。待ってました

とばかりに火をつける客、乳房に向けて一垂らしする一条、見る見るうちに築き上げられ

る蝋のかさぶたと官能の叫び！狂ってる！狂ってる！本気に狂ってる！性の奴隷を自身で

創り上げている。こんな女がこの世にいるなんて・・・！誰もが一条に釘付け。やがて天

にも昇るような官能の絶叫！激しく波打つ乳房、腹、収縮を繰り返すピンクの襞、握力が

抜け舞台上に落ちるローソク、優しく火を消す客、失神してしまったのか微動だにしない

一条、固唾を飲む客、確かに目の前には女の裸体があるのだけれども舞台上の感動に酔い

しれてむしろ一条の心意気を労わっている。誰もが感謝、感謝の目線。どのくらい時間が

たったのだろうか、やっとの思いでおもむろに立ち上がる一条、髪は乱れ、洟は垂れ、化

粧は崩れ、まるで夜叉のようだ。夢心地から我に返った客の凄まじい拍手、その嵐の中を

ゆっくりゆっくり舞台奥に去る一条。さあ、ラスト曲オープンステージ、一条の再登場前

から客席の拍手は凄まじい！軽く身繕いをして再びステージに現れた一条、一転して柔和

な微笑み顔が実にチャーミング！客席所狭しと動き回る一条、ご開帳に及ぶとそこだけが

周りの人を飲み込んでこぶのように盛り上がる。その現象が一条の移動に伴ってあちこち

で起こる。後ろから見ていると客席が波のようにうねっている。その波の去り際決まって

客が観音様を拝むが如く両手を合わせている。その波が私の観ている後方にもやっと廻っ

て来た。人の頭でここまで全く見ることの出来なかった一条の襞が初めて目の前でご開帳

される。手で大きく開かれた襞の奥から溢れるように出てくる自身の透明な愛液、それが

陰毛をつたって落ちてくる。その一滴、一滴がカーボンで焚かれたピンスポットの青白い



光に当たるとまるでダイヤモンドの如くキラキラ輝きながら流れ落ちていく。美しい、実

に美しい、まるで夜空の流れ星だ！猥褻感など微塵も感じられない、そう思った時には私

も他の人同様に手を合わせ拝んでいた！そして一条の印象的な言葉「よう見える？こんな

んでよかったらなんぼでも見てえ」優しさの究極ここに有り。今も私の脳裏に深く焼き付

いている。奇しくも私が観た日の４日後、「１９７２年５月７日」警察の手が入った。おっ

と既に予定の字数を超えている。二度の出会いのエピソードは追悼公演の会場にて。 


